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食文化からみた中国地誌

地理授業への活用に向けて

はじめに

1994{I~g工大阪府111J3乍校教育課科研究集会

(大阪府教委 l ，~mD の地flH断!と部会( 8 ) J 23 

[ 1・於大阪府教111.センター)で，i"J野 |リl

(府点'IJlfl'，':j) は「コーヒーから凡た1":見!と」

のテーマで実施したJ受業の， 'F後械(I;を行なっ

た。 1950{1~代後、 I~，iこ11jf(Jで肱し、たトコーヒ-・

ルンバ」のメロディも校以するこの授業は，

緊阪の辿続ともいえる政治!と11I心の授業とは

j'Jなって存~f飲料が \'r役{í'ゆえに，授業の

感銘伎の良さがT'iことるようであった。

本版(ltに触発されて，地flll授業への食文化

'1命の導入を，i，よみたのが本杭である O れほ11のよ

うに， 1994年度をもって， 11135乍校新指導要。U'iは家庭料をリJk1Ji:修としたが，膨大な'判'内

長杭のある食文化'I!命に地filH受業が抜:近し，そ

の内科をllcifにすることは，家庭科の食物rp'

Jじとよ山fIWf:il>{とがイ本となって， '1:，1;1のγ:'h1

剣~*をあげflJ ると jよ{っている O

本杭は， 1-11 q klJ~~*文楽地域」の授業に食文

イ七l治のJ友川をI試みるためにはどのようなねL11

が必~かについてのィ号然をねらいとしているO

広大な"I/ I~I に IYJする民牧業の援業は， J1:lfl:物
'Ij(においてだけではなく，それをし、かに食

べるかの{l[IJI(rjからわ二われなければならない。

1 .中国食文化史寸描

IJしI，L:=JC;命Iifi・大γ:・111)"1:・lι[-)・1f 1. 

粁J(礼，1C・イ付火・，;，Ij，*モ・ lij:れ.1)帝王) のう

ちの「礼，;'cJには， )，'u代 (IJLj)，'ijB. C. 1027"". 

771)の;jiIJJ交を収録している O この 11Iで， )，'u 

I ~の'たJ!lliすべき年川口行会 (l)J 1 [I)f}~妹・ 7
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円七柿雲)・ 2) J 11:桜-ì"(KïI)l~交の 1 -..1:山村 1 1祭・

3 JJ IJJ のJ11友~Ju:f)Jのιの1I 桃は庁I~討を払

う木 [I~で雛節イIJへ・ 4 ) J Ii'llリj~ ¥'r布・ 5

) J夏至の 1I紘一以初jの1["-の1I・6) J伏 1I 丘

二七後の 3[II[のJjt‘のけの 1[111は役所休業 ぷ地j

の原JWらしき泌餅を食する・ 7) J Lタ-瓜を

食する・ 8)J Ill{j(制)11 J"・9) J 9 1 I'Ti:1場条j

洲・ 7 代14メホ1jの fll)'è~災・ 10) J 1 1 1全1kl休業・

11) J卜JI[-・絞 fを食する・ 12)J -JJ鼠)J -冬雨

後の戊11 後1，iJ J J 8 1 1に年体ljを食することと

なる)を定めていた。

I}iI漢 (B.C. 202""A. 0.8)の!併!とI!?であ

る 11'])，!~);lliの l'と，;cJ では， 止に'，'j'ill刊にの ';1U;~の

坊主tdぶ1/1で， 市北へのがけと食111111 (似;(!t物

何i楠・ IIJJ琳・ 1Hiイlu-fit瓜 IIJJ瓜など)に触れ

ている。後漢 (25""220)の)併!よ:，':: 1決，I::J

からは， 市北への小ぷと粉食の波-*は後漢初j

JQ]であったことが矢11られ，それ以li的ii凶i江jでの f巾i
Jあ"~わ， L I"jわ， jわ1 主与び ι九;主与ひ

の L殺は禾.~・桜・黍で，ぷして*，'t:食して

いたという O なお， !Jt:は殺受託柿 fの総称であっ

たが，のちに禾に伴った。小ぷ粉を姐・その

製JIlllを餅とH子ぶのは， この凶以-*のことであ

るo -)J，穀物の初伐を外したものを米と 11子

ぶo J)Jイ1:にギ.るも小米アワ，大米 コメ，

lu米一アワ， k米 トウモロコシである。さ

て， 員 ~i (大 ~D は， *)，'ijのイ下秋11刊に(13 . 

C. 771 ""403)に所 (111*行に l淡、li) のい公

が'[1成(泣市行lこl談、Ii)を1li:JJllして付たので，

成必と命名されたo ~/は jじ米，殺物を J，{与る

I'，~j t;f~のことで， ，J<<がしU~'~ ゆえに， liへ転化し

た。また大~Üj: I ， if{ にまでは大引はの総称で、あっ

た。ノベしの )J~ijl(t山はj立市行である。 :n

後決後の娩(市北)・ ~ 1 01:，十0・ilij(IJLIJ 11) 

:J 1~1 1i与代(1 221 ""1280)では，後'.{i'でのイ



ンディカ 0，1，)陀稲の??反のことがある O 説

による :-1kl統ーを継ポした[JLjì"~- (280"-'316-

1'" "1訂作|場)を経て川1 I川II長川~l は j[川!呼J び l五Lし'_('11占('11月j什|亀六iい川i司4 
(α31凶6"-'4必39ω)• J北ヒ委貌鬼 ( 439"-'589) のJ北七P朝朝ifjとI市?羽1削

(316"-'589 一 L点i収i出汗f-rγ，〆"，げ!

l隙泌) の"山f判~J北 If削;問初サ引川jリ}月則U引l を迎える o Jt貌の孝文帝は

大lriJより [JLjtfの川者!)ì州場に ~fíl) して漢化政策
か L ょう

を採川し，均HJ;じIJをも'だ施した。買思棋の

1 Q=l(t!-術」は華北の「餅・下・内容」と江市

の「米・ 1(¥、・ 1fdの食文化の対照↑11:を克明に

:Nii'lj:している o JH;f U}への鉄日の??及もこの凶

であった。

ところで，稲には水稲と I~稲，その符々に

インディカ桁 0，1，)とジャポニカ椅(条)'1) 

が， さらにそれらのすべてに縦(うるち)と

制(もち)があって、 8H1にも分かれる O これ

らの成。:安|大lはl¥かにJ5・えられているのか5)0

まず，水・|時稲の!戊 ¥frは!1:_態への適応として

liii 1行はiJt;1<地で， 後行ーはl;吃地で!1:，じたというO

この際，稲のlJ~ur.t山をインド、rJ;~の -*fH~ìrI1J_地

(オリッサ州、1)とする l泊では， ;1<稲先行発!J:. 

となりけ1 1け11川~I の:主1ぷJJ:iR丘1可.|A“心ι，\:jルj

j光It乙行允/刊住!七iとなる o ')j， インディカ和とジャ

ポニカ析の分 ¥frは成tiil'lIt)交への適応で， liii fi' 

に対して後{';'はnlトI定↑1[:がある O 以後にねと判i

の!戊¥'r~ j: 'Ii然lこ，ネパネバ米のジャポニカか

ら仰やすいが， ともかく，人のTで選抜向汰

されたとする i泊が強い。なお， 1":見での料j米

状的の '1 1心地は三，N ・ラオス・タイ北ì'il~ ・ミャ

ンマー北川である O そしてこの辺が稲の 1~， i~ 

の適応と分化を遂行させるに以泊の環境条件

を似jえているのも 'jiプたである O

I~'j (589"-'618)の文巾治ドの604"j'~ ;U 15{'j使

小野妹 fのI[本1kl，I:: II¥ 1，足以;K， 894 "j:jrniH史

)だけ;まで，何回いと物・;IlIJ)交の I[本への移人は

悠U}の立'1くであった。イ(代1にLばr似似払劫砂-吋;'1九'1'市、

j江1:-1ι似L弘J州州、'1ト一行准uω:司巾如il戸川l日吋IJωJο)• j泊l凶Hかが済;守f~弘栄i記l (ω河u司川il戸川1I吋IJ一 IJ閃)M川!日J主杢封、D • i.氷k 
j済斤2以iμi(ω|りJl:Uι必LLμ、'J メポ，jけ!そり)を+幣担h制似仙i1前i白j九， 1財L払μJリf州什州、1十刊卜H、'1へj選昼部 して

i 1:1十j物資の北搬にIII'IWJ，'r<J進)民の{(，作業をiEjーした0

・)j，15{'j代までの|文1，1::11 似の II~'irli:料給よJ
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もすばらしい文化iljyEで、ある O

Ih (618"-'907) において， 760年|時羽の

「茶粁」がiU:に11¥た。ここでの[JI茶製法日)に

よる茶の 11本への導入は，延暦24(805) "j:: 

J.enif使氷忠(市行I)ilfllぷ興十iA32の僧，リ'I，Hリj後
脱峨ぷ12の勅命で近iU I~I党釈、Ij:に人る)によっ

てんがい

てであった。さて， I，i仰jにおいて， {起船(ノk

、|え;1<LI()が草北での製粉を，足踏!占Hのi1:1 、~J

で、の*，']米を量産化に京lljび、つけた。なお，波稜

1¥'(がイランより|姥路波;にしたのもこの頃であっ

fこO

I i，代卜同 (907"-'960)の動乱期jに， IJLj瓜・

11" ，告が決 Lへ渡米した。 1~{f~':JI~ の歳lI !fâ~ IIJL[II与

纂必Jからぱ腐の決1-.全域への定詰を矢11り似

るO やがて漢 1--は北米 (960"-'1127 -(f郎作

以点以開封)によって統ーされるが与

を移さず遼 (907"-'1115) の兆主16州への似

人((f fíl)~南京 北ボ)によって脅かされる O

とは， iえ， iEjじ老の I-*)~~多!;f防止」はj ドボで

の股!出(PL[JI!飯)liJまである状訓・妓楼・ fJJjl.tri.) 

振りをJ!?iいている O 後JAのように， tHJJdは.gd

イ[:も111肝不:↓f!t!の-腕である o 1'1らを老袈(食

い、F抱)とりした食.iù1のA人，蘇-*波を ?f~I~"契

させるによL る経済j'j~JHilil係をJt~は実現してい

たo WIJえば， q I[ k1N4.iliが北九14(小ぷ粉麹7) を

J保体)と|材料(制米経!をJ保体)に1-x\~ょするの

もこの11与代であった。|大|に北末では，判iiJiは

'11 (1仰の行学ドにあった。 Jt:ぷは金(1115"-'12

34) と，i採って，迭を滅したが，ねなく合はル

ボを，1バ1iし， 1127年Jt~l;h'行徽京(抹Jiミ製

ilH
) ， こ )r~ く茶 1 1i: 1大俗lJiLi命」の抗:述・ IllII人)

らを北?，，~IJ に国土IIJJ した。ために判末(1 127"-' 

1279 -I'~'{íf)臨交 -fA州、1) が!点。:する o Iy:j米の

!点、'ょするや，N4 1、14J己 n~IJ を ~Jí'1 i- して 11~llrF'こ充て

た。ところで， I [本への抹 ::tâよ-の伝;K~))は，

W~ に， 11 [11:紀、|汁こ市ぞIJ¥ ()除以相I.i!J1の護持的の

.ttl! {\'r をど??てて人~)の的 (j主によってであっ

たが，米内(所i1:行1F波のポ「在、子でI:î，¥済tiiiを

修業、1191"j->I勺i，こ T光、?山弁|点|・ょ託行I~ill{
" 

jj: を Im ， l ，・ 1 1喫茶袋小 ， i~を -fí:JÆ) による「判i



院茶礼」としての導入は， r J本の茶文化史上

に極めて大きなphjJOJをもたらした。

モンゴルの|片付lフビライは合を，ついで:王

立高原諸民肢とも気脈を通じて|、何米をも滅し，

元(1279"-'1368 げ都大都・ Jt;~o を住てた。

四階級{1m(袋1'，・色I-i・111イ1:余波人.y I~市漢

人の ;~~7JI日長)を採り，公式定会は支 1'，式とし

たものの，漢文化との落jEを!'Hめねばならな

かった。例えば I)~i家必) H'JC受託全~J， 日'JJR

書宵棋の「jA桑輯安」のH¥版や，忽jt去の

「飲jJ善LF.民」の文'市への，食長'1:.r'i:としての

本日がある O なお吉jf誌の波米はI":tllのビル

マ遠征|山-のことであったとされている O

lりJ(1368"-' 1641-f"者1)l'旬以、1403"j:北ボへ

退部)での，Jk~'tri (太初I洪止に"行ののよ(情を

殺し王位n{i主)は1404年宝IIIJ抗的と助合貿易

を開始し， 1 r iJ時に琉球王国・李氏I:VJ鮮1t~1 らと

|市封関係を樹、zょする O 鄭布Iをアラビア海丙11E

に就かせ， .;v.:るしく国際性をlF:j似させた。下っ

て，嘉立1~'17 (1538) "f，大内氏J助作貿易の使

占，策広が「人|りJI{L2J(琉球IIU，N伎と IIIJルー

トの，中波~鎖yr "-'揚州、1"-'徐州、1"-'メjlt"-'北京

の比|出rhDを.;v.:わした。 1557"1:ポルトガルが

マカオdjをえl弘之， trjl示万肘10(1582)年ジェ

スイット会川教rMiマテオ・リッチが米制した。

この坑アメリカ)以花作物C!'I~-令書 [1' 

諸10) ・ I~ ~i -).f~鈴芹・妹倣 I，If r [-が海路
で，包米-1，Ifもろこしが|時路で I/'"M行へ)が

渡米した。"¥読の芸がルソンよりくi;:PA"江によっ

て福祉~frへ街愉された神宗)j桝21 (1593)年

には，李11与珍が|天食同源の Ii?としての， I本

草制IlJを庁わした。このイTl~} tこは， 11f廷生

活での飽食があった。マテオ・リッチの弟r，
|徐光杯が「山政全書」をお:わした1630"1ミには，

すでにNJ(1644"-'1912)が興っていた。

il~å洲久:~'Ui矢が佳作!した清は決人との泌血を

禁止する~)jで，漢文化人を優遇した。この

j方i宣針針|↑， ~はま折拍11何IEIJ川IJ川Jli 1正:I:V初リ列!にj共C通 した九d点l

私j述:主11凶.のカが~ 1州j川H大I灯-，久:'1'(のj徳J止忠t忠l陥による 「佐創御11芥記叙初紋J!R11i京梅則砂、s録求」
(丙大f日，♂ののj梼器剥|似場行十宇ι;r;L己一i山;弓(娃食文化)入， i門i付円iVi，11日;斤:

の「系[楼，歩J(L流社会)，ノマール・バック久

!との「大地J(庶以，]:.爪 111 r'0i以|長IJ>><:{r後1920
ひもと

f年|ドi代だカがtリ)を繕く H

;爪市市.のF附許)肘lfv付‘γオ(Il'的ド内j川4格各差に 11r，，~然とする O 泊朝j社会は附

)'，γI (内 I"rj ，fr~~分 fqf，{ を一途に辿った。

Ni';リj治政J1J]/Hjの食文化をイギリスのそれと

対照してみる O Il) イギリス点インド会社は，

1644年版門を拠点lこオランダ{'/l継なしの1j t[ I~/ 

IfHI''''1の'P命人を始め， 1660"j:11 t/ kl茶の初荷を倣っ

た。 200"ド後，イギリスはダージリン茶・セ

イロン茶の栽杭農業を開始する O これは，'¥ら

が創造した紅茶l腎灯火化の構成}吋(紅茶・妙

ねii・ミルク・菓子煩 -JiUHセット)rt 1の，れ

である茶をも，央柏民地sJi域内で供給する 1'1

己完結のi主成を広I!未した。 ー)j，資本主義f内

'1 :.1布市議式の旗手たるイギリスネ1:会は， rU民階

級という rj1 t望!国を育て，紅茶1I存灯火;化の 'IU~

Mを分}Iメく形成した。

Ni削卜において，i下必(kねぎ)・ l凡i系[fl¥j

(トマト)が渡来し， 1'1菜は漢 t'.で、現状の大

}~r~へと改良された。 I ~述のことから判るよう

に， " 1肝不刊H(r /1餐)の出作物 I~の L安食材

には波JKJIlllが多い。そのE'H111の一端には，社

会 1'.}c(Iの人達の児'jtなまでの食探求心があっ

た。 111餐のメニューは彼等の夫食願望を満喫

させんと，膨大な品数を準備した。しかし，

1/1餐を|味わい得る|利付は|似られ，それを "1ら

のものとする分厚い'，Mt..~}r{i の形成は， 1987年

以後の1m放経済実施まで，待たねばならなかっ

た。

2. 中国農牧業地域区分

IIIII~" I~I ".luifli960) jkrr1は，JIj途別には市)以

33% ・{沙ì~19% ・林地13% ・耕地10% ・ fíl)1 ¥j 

f内川地 7%・その他 8%である O 日本での林

地が68%，アメリカ介衆114でのそれが30%で

あることと比べると， "t[ I~Iの林地は彬めて低

ギである O 加えて， "t[ k/の林地は東北部とIH
IJLj ì'il~ に制作する o ~Jt-J:!l! I(lît!'i1 00)jkrr1は 11 本の



総面積の約 3倍に相当するものの， 12億人に

も達した総人口の漸次的食生活水準の上昇と

いう状況下で，中国農業問題は世界的関心事

と成っている O

東西4，500km・南北4，200kmに及ぶ中国の三

大自然地理区は， ヒマラヤ山脈とクンルン山

脈に挺される西蔵高原・青海高原での標高

3，000m以上の部分とタリム盆地・ズンガリー

盆地・ゴビ砂漠から成る標高3，000"""500m，

年降水量300m以下の部分，および残余の東

半で構成されている。この東半部分は年降水

量750mmの「秦嶺・准河線」によって，華北・

東北区の畑作地帯と，以南の水稲二期作地域，

および残余の水田二毛作地帯に区分される O

そして，華北畑作地帯は標高500m線や 1月

等温線 6
0

Cによって，春小麦，冬小麦粟・

冬小麦高梁の畑地二毛作地域に細分される O

水田二毛作地帯は東側を標高500mで画され

る四川盆地と長江中下流域・水稲茶地域に区

分される(図 1)。図 1での標高500m線両側

の9農業地域区分は，夙に1920年代にパール・

バックの夫であったレッシング・バックが作

図したものである。 1978年経済解放政策の実

施後の経済地域区分は，東北・黄河(春小麦・

冬小麦粟・冬小麦高梁区の統合)・長江・南

沿海(水稲茶・水稲二期作区の統合)・西南

(雲貴高原と四川盆地区の統合)の 5区に編

成変えされている O ここでは，図1に従って，

各農業地域を概観したい。

大豆・春小麦・高梁地域 黒竜江(アムー

ノレ)11)での国境は1858年アイグン条約で， ウ

スリー江での国境は1860年天津条約で画定し

た。前者では1689年ネルチンスク条約でのア

ムール川以北300kmまでが，後者では天津条

約以前には沿海州が清朝領域に属していた。

1949年中華人民共和国建国後， 1960，....，91年の

聞の中ソ紛争期には，国境問題を再燃させた。

1932年には日本の{鬼偏政権である満洲国が独

立したが，それに先立つ1906年には日本の国

策会社南満洲鉄道株式会社が設立され，大豆

作の推進， 1937年豊満ダム竣工，撫)1頃・鞍山

製鉄業などの植民地支配が1945年まで続いた。

本地域諸河川は冬季凍結する O

春小冬地域も東北区と同じく 1作 1年であ

¥
 

¥
 

f
 〆'、r' 

、 遊牧、
、、
、

ー・・ r、、

l月等温線 Cc)

一一一 等高線 (m)

一一 等降水量線(醐)

i ¥ 

図 1 中国農牧業地域区分図
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るO この地域の北|以は)jll!.長城である O 冬小

ぷ・ !Jt!地域は員 I.. ， ~':jü~i (オルドス)と一致し，

;'()，'i{U'}がみられるo 1大|みに，シルクロード・

tI't 1'，のタームは19~I:紀後、|そに， r，汗 iChinaJ

を~わした， ドイツ地fll1'下wの雌リヒトホー

フェンの命名に山米している O 冬/小l卜¥」ぷ乙 .|f“勾斗霊VJ:梁5 1従
よ地山域はl此lなtυi"刊|呼喝l
というぷ|味味の!Iu束i主I長{、|ドそペ『山lにこ)以L必!4引ωJI山IJ閃)井川ト日lする O この戸Irh'i

平野は似めて{氏、|えで， {JIJえば， 1Jt-J.Nのtn，'，':j50

mに刈ーして，lWi'fJi"J I 1は500kmJLきというの-

械である O ゾ~i， このよ山城はi!IIUI'M大陀'1/1:礼{I尖

iベにイjりながら， i反Lう苧ミ|U:(心リ1

卜.でで、の， 1":W Il1f~- のキli1化状的 l リー能地となって

いる O

11本の総1(lih'iより大きいIJLI川往地はノfンダ

の"6(~l!日で， JKi.m+M林Ni/I:，トにある O イjJ火山が

多く， Jjk色往地の~Nr， がある o ， 'áf，j，'， ':jü~i をノk

似とするi"J)11 が流水でく~沙ì 1:と命名され， jJLI 

川の ;;íí~I波i1: とやT流する以U[がドj催な l~ìl:

Otj f-iUの1>(1/日である O ぷil:ノk稲小長|ズの

計，dl丘ir'JJ (4，360 kn1の、|三分は 1'.Ui) を抱する

湖JJよ、|え野・都liJu，切のあるi1: IJLj、|吐!f• IH;~~ 1..ガ1]

IIU の ìutl~Hi，野はhdH:rの救frである O なお， NJJ 

広、|え町は19531ド竣 1~の， N，jil:分ノKL'H以Ijijで

は I:.111ノ¥/1'<. づ}IIIJ・「九IIIII"IIJMJと呼ばれ

ていた。

IJLjlH米地域 C2111 ，'， ':jü~ü には， '1 q k!50民放

のうらのおl(Jl矢が少数民放として/1:.爪してい

るo1 j' rL'i' 1'.， シナ・チベット lU欣では共通す

るが，外lri派(持・ 1'1・110J己・ tりイi・納，JLj• 
，JLj JI攻など)， i 1:伺ritfiJK(i 1:・{lld・保・/1'<.・佑・

l~U~ú ・仏{~ーなど)・，YjJ名 Iiifi派 (，'，'j • J系) と|、トj

アジアl訂版モンクメールIifi派(111述・ tlJ'郎)

に分けられる o 1919作新'1q k!J点、'r，，'C，iijでのjA

糾形態において，焼~1I1耕作~(例 11J'郎)， 

力'dlll・ノ:klll耕作、lv.JlJb己(例 1f0 J己)， ノ:k111耕

作以(Jダいこ 13111j~ にが以川~JH/I:から m~llJ の{秦を

リν円)の :.{i'iこ矩iJJlJしjリる o -)j， その!1:.爪
Itせ

+;しにが!(〈{!:ii-樹林文化後介(竹・漆・怖の資材

利)IJ 、，i!Jj搬日としての λ~f\H~~，ノ:kIlV4 し技術、食

51 

，'II'r})11 1'.への麹 l剥・納リI~I呆i・乳般的利川一昨と

むli物，'，“山ι';j)床木式{付住i七J川"川Iリ}. *布粁村1J古I1刊ι、
ることでで、j共七j辺l凶Hする O

'1 q ， ~!!)Lj 、 I~ の遊牧!1:.市|剖のうち， rJLi JI:i¥t ，:';j JJ~i に

は総数if:J100}J'人の，JLjJI:川矢の， うち 3分の l

が)11i{ ì~ し， ラマ教・ r~和111Jiミ・ヤクft，i]i守・アブ

ラ菜栽山を民放H:r+:~'{とした !Ij市を以1m してい

るo U[トルキスタン地)j(新diii行)には， ウ

ラルアルタイ I訂版'11のトルコlri派(維f片岡・

110IM~ !t 11己・椛取闘・心孜JJ Ij !t~己・広 lij克)の di肢

が11'1教徒として，人IIf括的に/1:.泊する。ふ

ゴビ砂淡)r'iJ辺には， シナ・チベット語放では

波紋・ jjlli ， :':jJJ~irj指紋の妹・ i 1イ日・，
J

j'jJ;TIri(f派と

1， iJ純IIIJJの，集，'，'Jl失がラマ教を{Ij'卒して!1 :，i吊し

ている O

3. 中国食文化の地域性

ここではrl'餐('11 肝不~I， fl l1 ~ ml(J.iXfl.flIDの

地111JWI:・jjri，'，';ju;i少数民放の食文化の-1'i1作IJ・

遊牧乳利川|剖での乳川r.の十11;主性を倣う O な

お，U[北|ズにおけるウラルアルタイ語放'11の

ツングースrifi派放lこ)瓜するl消肢の食文化(i"1 

川知、をfYむ魚の!1:.食・比竹i食の特色)は， 1川| 

イ小本=メJjダ州列|リ]，1μ;斗;で、の食文文:化のj刈f4i十けI'I'↑v性l'
されているが、 lに川:lωlり)ここでの軒制{介は J作雫えて i仕('円"う"I~ き

fこし'0
'11 'irifl，fIH (rj'餐)とは漢民放料11/1を指すが，

そのILt党のローカルヤ1:は北)，え・ IH1i1t・U[峻・

，JLj~点と~J}~されてきた。しかし，実際[内な地

)j'/II:はじ1><分(従来・北菜・ IJLI菜・排"来・

泌来・ ~J 菜・ Iガ来)される '1) 0 1文11111の a.........，

gに従って名菜を紙 1..でI式会してみよう O

秦菜(a ) ，JLj友 (111い交)を'11心とする

欧州の料開，)，え・ 1i1t・1峻・妹の件l沫党の作々

を恒例する 44村、'1'1:が特色で食@に~fまれる O

|大|みに， !lit の時11与のぷ d交は 100)j !íI~"J. で， 点

，JLj 1 Okm・l判北 9kmの広大さであった。川島Jで

は I'JJkl:~ (イラン系のホステス)が接待した。

北菜 (b) 狭義の北茨と以来を代わせた



呼称。狭義のJt来とは1m対料1'11を指し，以来

は北以料l'Hである O 狭義の北来を)，U~ ，こ!点、止

した以来の特色は，食材への)JII熱法15)が粕

微に市II[分化され，火加減による食材の芥りと，

，ír ざわりを求める )\I..~である o Jヒ;~~I!IJJ [-(ペキ

ン・ダソク)がその象徴的作イ1:。食材は|勾飢

'11では '(-1勾が以多で，保・湖・賭される O 餅

(ο/小l卜¥」ぷ乙杉粉)の!主虫製主包製!1jLUlJ山山llh川"

良節節加?口什j上'~'性ド

1川;'.司1(; 延往宇f料~Iμ川川l'川l月H のイ小本〉メ;島切場;J. としての l'れ'[íれ1をもつている O

四菜 (c) lfuj犬11にl吠ゆ」はIJL[川往地

のJt';j11-:に渉る政磁をぷ射したものOiiは刊行片・

多jill，冬は刊行')~(ゆえに， 1欠食Ilij似の料l'Hが発

注した。ま~似 Gif 、干の· '};J; (にんにく)

イヒ似(さんしょう)など10柿飢を越える，Jiijl[ノ長

料のr~~0で'23析のIlぶつけが'1:_まれるといわれ

るO 冬季の以WH'I:から酪菜 Ouけ物)も地)j

JJIJで以多桁である O 食材 1~の特色で、はだI、介実(i

はすべて淡水作か|二物，約()ぼ)・'1--の使JIJ

本大であるo'!i}，'i'J:ではliij菜(オードブル)が

丘では冷，冬では|反となる O 大菜(メイン料

1'11)が'11餐ー般では 6"，，'，なのに 7"'-' 8 "，，'，と

多l¥0 J科婆'Jff:認が象徴(1句作イ1:。

湘菜 (d) Uは炎熱で'1"klでも以も;ヰく，

冬は断定となる止にwの中1.l'11， 1味つけはIJL[川料

1'11ほど手く 1mく，，vM1'IUjilもq明白でメニュー

も地点目IJではJI之少O 骨ll!煩)邸内(以uuけ!琢の乾

物の燥製)が象徴fl-l'Hである O 定!JiIJでは， jJL[ 

?主を川わず， lìíi 来に熱い *~I- l' 11 を 1 1\す。食':(が

大きく， 14人と IJLI川より イ[filld!IiiY数がよ竹える。

符が30cmもありぷい。 燃1主製主民辺!1jLιlJ山山l1h川"

うが，日UJ代以前で、は，lvJ阪が使われていた。

j雇菜(e ) ぷiL卜.流域の IjiJjJ:山)jのfl-l'H
の総称であるが，Kj州・ 1!t日払・ f.it長州、|・杭ナ|、|・

市i;J(と独1'[な111~析が、ì f~ ¥'，ょするotb}州、|の1，?二jの鎖

ìL は r~!I: の，杭州、1 j[e{j}の初日4はd4の)I(J:山， tb}州、|

1'[休が'1"kluえ大のliHfx'j11也で河内111木地。物資

'Ii命送の，1r ;tとからのん動脈に卜川1する，!r部のfl-

l'Hである O 淡ifJj;Jくf(l，の新鮮性

)¥IJ"で特色があり， ，Ji;jl'Hもi，'l+T(*~ゆめ)が 11 I

心となる O 安!115には， L菜は-J..jf..排 (-IIIUこ2
相以卜の料l'Hを帰る)が特色。そのl探，魚趨

(ふかのひれ)と蟹・鰻f(l，・ノ1<fな(すっぽん)

のうち A つが制Iみや?わせて山される O なお，

令市はハムの手ノ;JJi'U山で，ハムの??通名，;lI]でも
ある O

悶 菜 (f ) flri住料1111を指し，家凶・包)1i]

(1I¥I}ij • {I:II¥し出)が多く，注文先きの家へ

の11¥rJ長fl-Il!Iさえある O ここでも海鮮のぷ材を

恒例し，Njぷ(素材姿形を'1:，かす)が特色。

，Jiijl味は軟j間(あんかけ凪じであるO 定)JiYでは，
子イエノン/ んtん

liij菜に 2相以 1-，の出作物を山し，人f
心心lこは械

/ょとして蝉飯 (1E人りもち米雑炊)が11¥る O

!大liこ琉球料JlIJ との ~ji縦性が強い。

卑菜 (g) よ*地)j (佐1r判)の広州、1
• 

fri)J州・ *iLの i大派を統抗した地ノj料開の手ノI

祢である o Jt~の持人，緑*岐をして， 1[1 

にH敢う43文の:，1'1取し昨せず，長えに位H判の
仁へ

人と作るを」と I泳わしめたのも， '1'1:なるかな。

(g) -1 広州、|料1lH 漢代以米の交易fil)

1¥1'， II[広東をrjl心とした料f'Ho111海の宇に忠

まれ， rlE熱，li;にしては刊行持とならない。食材

の:!日山さは抜肝である O 食への探求心から，

狗(犬|勾 九に允行が近いことからシにとも

， iう)や蛇までを大好物にしてしまった。，J/il
1111では釧気(食材へのilliのなじみ日合)

)JS~'IJ交(食材への火の 1"l ltJ l10) を l弔視する

人Iよでよ~~菜と類似する O こちらの象徴fl-FH は

時乳11'1({ [-)j家の丸焼き)である o
-')j， !i河口

での飲茶と点心での粧を*;1，);十三で作ることが特

色。 1[:11'行事食でのJJ民八l持，](12) J 8 11粥)に

も腕を伝う o'!i)，'i';での1iii菜が故も長1'0で，

J井明言(人~IIIUこ食材の色合を利川して， Ü~~J叫な

どを造形する)が11¥される O I:ili級料I'Hには

f(UJ 1: (f(l，のjアー袋)が11¥るO

(g) -2 糊州料l'H Jよナ|、If~l'Hのほ休で

あるとされる O 芥菜(家庭料FH)の'jlから，

:{'，物の川鶏(自uを'k[Jii'J:fl-1'IJへそ主;切させるこ

とにもなる 1'，犬のfl-111Jであるo，JMl'11の)lt本は

淡・ ，Tilt・恨(淡11ぷで食材の長J9rを保ち，
、tみ
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をillrけ，長11与/Bjをかけて点る)である。つま

りは，場来(スープ)への執心となり，五)I1iY

r~f'l~でも必来が L役となる O ナド菜恒例の凪 1-

から，i U i J~j に長，1向での，~I_紙不刊H(附 (1卦け

の共食釧*~I-DID を{ぶ掃させた。 ~)j， *'判ア

ジアへの "P~僑としてマレーシアへ移住した人々

が多く，食文化の逆輸入として，沙JiWヰ(タ

レネ~1-l'lD も多くなった。象徴料DII は J出向泌

(;1)おの栄人りスープ)である O

雲貴高原の食文化新L/，[ I~])点。;後， 1958'"" 

60{1-~ で、集|、.J]J折イf;Ii!Jを推進し，人民公社;]jljが赦

かれ，ついには， 1966'""69年での文化大小命

にギ.った。転じて， 1978年以降になり経済解

放政策が実施された。総じて政策変則は，相li
米を L食とする少数民族に，叶

力y列別f刊qり/木'J<f稲前耐F制必〉米{状ミや1ω97而5{年|ドミ以|降峰でで、のハイ ブブ、リ 、ツソ ド

〉米{伏之 (川|ぺ1 '1い川l民川~]ぺ令全Tマ汁jオ{休小本;でで、'7花8{年Iド-:350)jha• '87行刊f竹|ド~1010)万jh
a 令全7汁イf作'/1午|ド:{小判イ十刊什、，1"，(げ出(1川lif!杭15iの3ω0% • rp_ 以645kg で、イc，f<:ill"Ht 

の35%WI ・ノ:kfmf~米)への転換を;Qることと

なるが， このことは午前線式の変化をも起こ

させたのである 16)O

すなわち， ，JLj以版納{秦放['1治州(仲間)l;(iJt• 
ミャンマー・ラオス[I~]境に近く，湖治川 メ

コン川 1--流行IDでの焼畑民版社i郎の場介，文

化大 J111:命J~J を似に，焼却Hの JJ<川への転換指導

による11iJ'(lifuの減少は，伝統 L食 (1時稲川米・

ジャポニ力相I~~稲糊米)確保ーの t!ょたから， 火

入れ}，'ijJ~J (従米10{f-ごとが 2{r1lj~へ)を川和i'í

させ， 1'1然破壊を l誘発する O また，JJ<fm*;M;択

を伝統 L食とした平野部保族では，ノk稲籾米

の，l，fJi'l;]jI1に参入して， '1:山本司f{を 1-，げること

は， 伝統 L食のJJ<稲*;石川く打午、IをI'IL減!又する
ことを，む|味することとなっている o 1大|みに本

版の伝統 L食は紫・亦・(j色の制強飯で，

ねi米子?Jiミ.v将(l味l1'tl)などの ['1給食材とで

完結していた。

中国遊牧園の乳加工 乳児は乳納分解防ぶ-

をもつので'1:，乳を栄養分へ変えれ}るが，手Lリ4

WJの終 fは11iJ I哨詰;の分泌〉己 fをぷ|味するO 従っ

て，II':Wの乳利川|剖 (*'tE・点INアジア・熱
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川アフリカ|剖以外)では{IJIらかの乳川 r技術

を持っているが、 17)乳利川|剖全体に共通する

川 1--技術は乳酸菌を働かせることである。ユー

ラシア・アフリカ大|時で，礼)111熱殺l込i後の乳

般的和l川地域はチベット・北アフリカ・近*・

バルカン・点|攻・インド・|凡iアジアであるO

冷乳でのそれはql火アジア・モンゴル・ IJLjl炊・

ロシア・地中海北作・ナイルノk系}， fHì~のニグ

ロであるO さらに， クムイス処f'll(!k1Lを乳

N4へ加 Lし， 二次1EjJIllイヒ)は， '1'央アジアの

キルギス・モンゴル・シベリアのヤクート占矢

である o ~)j， 乳)111熱濃縮の )111 1'，はモンゴル

に，凝[r1i[剤使用は，相zn4円からのflll山物

(レンネット)使川の [JLj欧・，JLjアジア・ '1'近
点・北アフリカで，史実縦[8]斉11の利川はイン

ドにみられる O 以上の分布は，モンゴルの似

めて多 1I皮な地域内多様性と，lí:}\y/'V I: をノJ~すもの

である O

4. 中・韓・日の食材と食作法の比較

まず， I勾食丈化の}iklJl4が11小中村'11では汗し

くliれた純粋がある o '1 '1 I~] ~と 1--で、の肉食然|卜

令は1mい。，日l鮮では， :.[ j~] 1I与代での仏教II~]教

策 ( ，'，';j イ，) 出372{f • Iド山，J が済f3 8 2 {作|ド-. 新新.縦5臼2白M州f付|ドり:つ) 

ρ以、 J米↓kにとふ，'，“ι:Jil麗世|正斤:ジI刊別~YJ (ω91凶8'""1356{竹1~つ) がモンゴル

'1'バ川、'j

の仏教4全モ:慌蔀}月則U引]のみ， I勾食!i'tll--令 ffこijt' I~かれた。

ついで，排仏崇1'r長政策を採った李氏l;リj鮮 1~削

(1382'"" 1910) も肉食タブーを持ち込まなかっ

た。それに対して， 日本では， 675{ドポ止にぷ

!日の殺'1:，祭IL令(~--・ 11J ・犬· ]n ・~)以;，K，

明治維新後の文明開化まで，肉食は公式 1--で

は以内と魚介類に求められるのみであった。

ヲに， I i本料PHの特色には，イIjの季節感

党があるO!Iit凪としての筒j会は， l;r七の十Iljl

~~HFや十1/'民と百合して，妊;!，;~ 7 (907)年の

)除以内、v-編纂による「延;与式 J (日'1'{I ~ '1'行

'F・1'lTfの儀と作法・ I-.P(似11:• t111f 1:細，J}Jj(J

に載せられた。季節感党は 11本*ll'IUこぶ材そ



のものの|味を求め， I土Ilrlえと包 fJの料JlIIは

食材の包 f捌き・椛りイ、Iけ・色??いの'高夫性

をill求するものとなった。 1日出向:以'IIにおいて，

11天食1，iJ似」よりも「薬食l，iJ似」とばかりに，

食材の出??による栄長炭取の IT!:)，1ょL義となっ

たことと刈H¥H内である O そこにみられる，viill味

料でのとj記念、(タレ)や飲茶での出介'1'1:はもと

より， l〈例:u川リ引l陥魚
江第に， 食'JH'I:Yよ-への{;Ai教の受け入れ)jを

比'Ii交してみよう o ':UJ鮮料1'Hでは似教のJlII念を

テーブルマナー 1']休の'11や献¥'r.iこJ采川して，

J故来J~ ・倣~・ 1故 nlliを実体としてぷ射する O 左

人をJfiく|療には';*1;のメニューを多くするとか，

|喫州は|卜めるとか， まさに， I点ノj礼儀の1klJ 

の心配りである O 一)j，11本では，身分);::t I~ 

会の枠制lみを定JJifへまで持ち込んで， II-.I"i~ ・

卜-HUと身分去を 11J:確"，忍しながらの+-4食であ

るO Jiミi口のヤJr¥jとして)点fょした I}本のII¥JJは

jじ米， I十hir¥'r.J (マ;手と"/Lが)、伝rbjなるがゆ

えに， Jiミ'ぷでは、|えて5;人材?として心を交える)

のための舛介装円である o '0; liI'J:での IJ木のJrUJ
は身分);::の，!J/J~ Jl J と，巧みに使い分けているO

文化の本T'Iが形式主義によってyi'1l::され弘し、。

ZHI1L]に 七式 な 11イメポ:j-JlI1の|十jk¥'rJIラ式は本1m

*:1-1'11と11子ば、れ，献¥'r.IAj ，伐には -y1-:-来・ --y 1-

h来・ ゴトじ:誌などがある o Y [ーの数は1mの数

をぷ射しており，ーのJJi0は本1mとも， -，ぅ o ~~~ 

JJi0は作'il人目IJで， そのメニューは愉(附:じめ江I、)

はともかく，、|え(汚物) ・桁11 (干11え物)

上ji- (点;物) ・ 15ft物(盗焼)と IIILの名称でIFfば

れる O 全く文、JJl.¥i 1'1¥)な'1'餐では， メニューの名

称は，①，Ji;J1'IULとL食材・② L食材と1，¥lJ食材・

③食材と，Ji;J1味料または，viiJ1'IUL・④入手ノl・J山手/I-

料JlII故'j;:・③縁起の以い文:'j< -八， 11し|・⑥料

JlIIの外W!の災手/I化，で配脱出1II'Fi式l'J 1: ( 1-_へ

「一lいごと -rHl長」である O

~Ú 1 ，-- に，食JJi~ô マナーは':UJ鮮半:[-1'11が以も!ほし

L 、o 'fi: {山川は!lをj:xむ1I，'jのみで， 11への搬送

は~により， TIIIiへ動かしてI1へO 飯にi1-を

懸けてもμいが，その逆はイえ IIJ。食'j;:'11の匙
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は椀'1 1 ヘウ:かける O お*判明の-，'~:I~ をようjすのが

よし(義となっている O

おわりに

ここにあげた食文文;化をi通!垣E しての I川1"い川|長川~IJ:地山 ， rJ法L は，

ややもすればば、/刊住|七:ソJ川川}i川バA庁ヰfト，仁η:

|的均になりがちなI山，i，誌，忘Lr，ρ、下戸i門L吋7を， '1:_き'1:_きとした

ものにするための，i.よみである O もっとも， l! 

体的な段業への夜JlJにあたっては，食文化!と

では殺物!とと飲茶!とに絞り込む， '1 I[ klJ~業地

域の断!と的背;えとして食文化をィ考える，~Lk~ 

に 'IJ~が食べている食'Jrの実態との決X:iこた

ぷするなどの ~~~J}r.:が必要である O しかしなが

ら，ポス卜冷戦Hlj.iiJの'11で，近隣アジア I引 kl

との十11'(-則的{，{をj宋めれJlzるようなJ受業をJ心がけ，

地域のをさを'1:_従-人-人のものとしてとらえ

させるには， 'Ij百に件;.{j:した地l'lI的'H'Jiに似

さ、、す授業以IJトlが求められる O イー;杭は，そのた

めのT位トかりの-ì'il~ になるものと思っている。
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